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1. 序　　論

2004年インド洋大津波や2011年東北地方太平洋沖地震

津波では，流失した海浜の回復過程が地域によって異な

ることが確認されている1),2)．しかし，そのメカニズムに

ついては十分な知見が得られていないため，復興計画に

おける堤防建設等のハード対策について課題が生じ得る．

海浜の回復過程について，既往研究では深浅測量や衛

星画像が用いられているが，この解析では津波時の時空

間的な土砂移動について評価することは難しく，津波来襲

直後の地形について十分に検討することができていない．

そこで本研究では，海浜を有する海岸に特徴的な遠浅

海岸を対象とし，数値解析を用いて津波時の土砂移動実

態と海浜流失の関係性について検討する．これにより，海

浜流失後の回復過程における初期条件についての基礎情

報を得ることを目的とする．

2. 手　　法

(1) 対象地域

対象地域は，2004年インド洋大津波による海浜流失後，

約1年半という比較的短期間で回復が見られたタイ・プ

ラトーン島とした．詳細な堆積物データが豊富である点
4)や人工物の少ない自然地形である点から，数値計算を

用いた十分な検討が可能である．

(2) 数値解析手法

津波土砂移動計算には，非線形長波理論に基づいた

TUNAMI-N2と，流況に応じて掃流砂層と浮遊砂層の交

換砂量を考慮した土砂移動の時間発展を解く高橋らの

STM5)を用いた．解析については，柾谷らの平面計算結

果3)に基づき，流失が確認された海浜上の測線について，

押し波時および引き波時について断面計算を行なった．
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3. 結　　果

押し波時の結果を図-1に示す．図-1より，押し波によっ

て海浜は侵食されなかったが，水深5～10 mで海底の侵

食が発生し，汀線付近では浮遊砂が高濃度状態であった

ことが示された．浮遊砂が高濃度状態であるとき，乱れ

強度が抑制されるため，浮遊砂を保持する力が減少する

可能性がある．したがって，押し波時における浅海域で

の侵食が，海浜の侵食を抑制した可能性がある．

引き波時の結果を図-2に示す．図-2より，引き波では海

浜が侵食され，流出した土砂は水深 5 m以浅に堆積した

ことが示された．結果について，2011年東北地方太平洋

沖地震津波での仙台平野における海浜流失過程2)と比較

すると，引き波による侵食は遠浅海岸における特徴であ

ると考えられる．また，第二波以降は大きな地形変化が

なかったため，流失した海浜の土砂は比較的浅い水深に

堆積した可能性がある．

4. 議　　論

数値解析および他地域における既往研究との比較から，

引き波による海浜流失は，遠浅海岸における特徴である

ことが示唆された．また，プラトーン島では海底の侵食

が，押し波時の海浜侵食を抑制した可能性があると示唆

された．遠浅海岸では，引き波から始まる津波の場合，大

きな掃流力を持つ津波の先端部が浅海域を遡上する距離

は，急勾配である海岸よりも長い．したがって，押し波

時，遠浅海岸は浅海域の侵食量を増加させやすい特徴を

持つと考えられる．プラトーン島の場合，地形的特徴に

加え，始めの大きな引き波が侵食範囲をより増加させた

ため，海浜侵食の抑制に繋がりやすかったと考えられる．

押し波による海浜侵食は土砂を内陸方向に運搬するため，

津波来襲前における漂砂系の土砂収支を大きく変える可
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図-1 押し波時における各物理量の時系列変化

図-2 引き波時の時系列変化

能性がある．津波来襲直後の漂砂系における土砂収支は，

回復過程において重要な初期条件となるため，押し波に

よる海浜侵食が回復過程に与える影響は大きいと考えら

れる．

以上から，プラトーン島では，地理的特徴と始めの大

きな引き波が回復過程に影響を与えた可能性があると推

察できる．

5. 結　　論

本研究では，2004年インド洋大津波による海浜侵食が

発生したタイのプラトーン島を対象として，津波時の土

砂移動実態と海浜流失の関係性について検討した．計算

結果より，遠浅海岸に特徴的な引き波による海浜流失が

見られた一方で，押し波時の海浜侵食の抑制に繋がった

地理的特徴と大きな引き波が，回復過程に影響を与えた

可能性があることが示唆された．今後は押し波時の海底

侵食に影響を与える要因を明らかにするため，仙台平野

などの他地域との詳細な比較検討を行なう必要性がある．
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